
様式第８号（評価項目算定用）
技　術　提　案　書
	工事名
	
	会社名
	

	
	
	作成年月日
	

	工事箇所
	
	作成者氏名
	


  当工事の技術提案については以下のとおりとします。本技術提案が適正と認められた場合にはこれにより施工します。
※何れかを　　　　なお、技術提案が適正と認められなかった場合には仕様書に基づき施工します。
選択すること　　なお、本技術提案が適正と認められなかった場合には、入札参加を辞退します。
	技術提案事項１
	施工計画


	技　術　提　案　の　内　容

	①品質確保・向上
【評価の視点】
・現地の地形・地質・水文状況を正しく理解した施工計画の提案【現地確認、事前調査結果に基づいた具体的な提案がある場合に高く評価する】

・最終処分場の性能・機能等の確保手法の提案【準好気性構造の維持、廃棄物の安定的な貯留について、現地状況が十分考慮された具体的な提案がある場合に高く評価する】

・工程計画に影響がある土工と仮設工の施工計画の提案【埋立地の地盤となる盛土の施工、盛土材の運搬方法及び工事中の排水、仮設道路の計画が具対的で根拠がある提案を高く評価する】

・品質確保手法の提案【埋立地・貯留構造物を構築する材料確保手法が具体的で根拠がある提案を高く評価する】

・先行開業後の残工事の安全対策、環境対策の提案

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
②施工手順
【評価の視点】
・管理施設エリアの具体的な施工手順の提案【浸出水処理施設・調整槽と県道・防災調整池との段差処理対策の施工手順や時期が具体的で根拠がある提案を高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
③安全対策
【評価の視点】
・安全性確保の提案【工事中・緊急時の安全対策として具体的な提案がある場合に高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
④その他
【評価の視点】
・上記以外の自主的な提案
※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。


（注）１　上記の技術提案事項に対し本書をＡ４版２枚以内で簡潔に作成すること。

　　　２　必要に応じて、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。
	技術提案事項２
	工期遵守


	技　術　提　案　の　内　容

	①工事工程の妥当性
【評価の視点】
・妥当性のある工事工程の提案【盛土工事及び仮設道路工事の工程計画が具体的な提案を高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
②工事工程短縮の可能性
【評価の視点】
・実績等に基づく工事工程短縮の可能性の提案【工程短縮方策が具体的で根拠がある提案を高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
③その他　
【評価の視点】
・上記以外の自主的な提案
※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。



（注）１　上記の技術提案事項に対し本書をＡ４版２枚以内で簡潔に作成すること。

　　　２　必要に応じて、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。
	技術提案事項３
	遮水工


	技　術　提　案　の　内　容

	①品質確保・向上
【評価の視点】
・遮水工の性能・機能等の確保手法の提案

・材料、接続部等の品質確保の提案【遮水工特有材料の品質管理、遮水シートの接続部の施工手順と品質管理について具体的で根拠がある提案を高く評価する】

・貯留構造物貫通部・区画堰堤貫通部の遮水性能確保の提案

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
②段階施工
【評価の視点】
・遮水工の段階施工時の安全対策、品質確保の提案【遮水シートの接続手法について具体的で根拠がある提案を高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
③その他
【評価の視点】
・上記以外の自主的な提案
※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。



（注）１　上記の技術提案事項に対し本書をＡ４版２枚以内で簡潔に作成すること。

　　　２　必要に応じて、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。
	技術提案事項４
	浸出水処理


	技　術　提　案　の　内　容

	①品質確保・向上
【評価の視点】
・計画放流水質を満足し、維持管理費を低減できる適正な処理フローの提案

・水質変動対策の提案

・現地の地形・地質・水文状況を正しく理解した浸出水処理施設の設計・施工計画の提案【現地確認、事前調査結果に基づいた具体的な提案がある場合に高く評価する】

・浸出水処理施設と調整槽の具体的な施工手順の提案【処理施設や第1・第2調整槽の施工時期と隣接する防災調整池、県道との段差処理の施工順序の具体的な提案を高く評価する】

・温室効果ガス削減対策の提案【定量的な削減値の提案があり、根拠がある場合に高く評価する】

・先行開業後の残工事に対する安全対策、環境対策の提案

・集水ピット～浸出水調整槽までの浸出水送水に関する安全対策、環境対策の提案

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
②緊急時の運転
【評価の視点】
・事故及び災害時（水害、地震、火災、停電、故障、その他非常時で各々の事象毎別に）の安定稼働の提案

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
③施設の長寿命化
【評価の視点】
・保守管理、修繕、機器の更新計画の提案【長寿命化を目指した設計の提案がある場合に高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
④その他
【評価の視点】
・上記以外の自主的な提案
　※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。



（注）１　上記の技術提案事項に対し本書をＡ４版２枚以内で簡潔に作成すること。

　　　２　必要に応じて、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。
	技術提案事項５
	維持管理


	技　術　提　案　の　内　容

	①埋立地の維持管理
【評価の視点】
・埋立計画、埋立方法の提案【埋立形状に合わせた具体的な提案がある場合に高く評価する】

・維持管理の効率化、コスト縮減の提案【定量的なコスト縮減量の提案がある場合に高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
②浸出水処理施設の維持管理
【評価の視点】
・通常時の安定運転、コスト縮減の提案【定量的なコスト縮減量の提案がある場合に高く評価する】

・先行開業後の安定運転の提案【第２調整槽の施工時における留意点の提案がある場合に高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
③その他
【評価の視点】
・法面保護工の経年劣化に対する提案
・上記以外の自主的な提案
※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。



（注）１　上記の技術提案事項に対し本書をＡ４版２枚以内で簡潔に作成すること。

　　　２　必要に応じて、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。
	技術提案事項６
	周辺環境等への配慮


	技　術　提　案　の　内　容

	①工事車両・施工の影響
【評価の視点】
・大気質、騒音・振動、水質、地下水、温室効果ガスの環境配慮の提案

・市道（梅林通り）の回避対策、渋滞緩和対策の提案

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
②地元企業との連携
【評価の視点】
・地元企業との連携についての提案【連携する地元企業数が多い提案等を高く評価する】

※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。
③その他
【評価の視点】
・上記以外の自主的な提案
※提案書作成の際は、上記「評価の視点」を削除して記入して下さい。



（注）１　上記の技術提案事項に対し本書をＡ４版２枚以内で簡潔に作成すること。
　　　２　必要に応じて、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。

　

